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第 1 日〔 1 0 月 6 日（水）〕
【 A会場】 【 B 会場】

［核反応 I ] 座長永目諭一郎（］ 0:10~11: I 0) ［メスバウア化学 I] 座長遠藤和豊(JO:10~11: I 0) 
IAOI IGISOLにおける輸送効率に関する考察 IB01 極低温発光メスパウア用クライオスタットの開発

（新潟大理・東北大サイクロ）0工藤久昭・斎藤大 一凍結水溶液中の鉄の異常原子価状態一

輔・斉藤里栄•砂押仁・篠塚勉•藤岡 学 （原研）0佐伯正克・中田正美・正木信行
IA02 232Th+pにおける核分裂生成物の核異性体生成比の測定 II I 802 リストモード化した同時計数メスパウア分光法の拡張

（新潟大理・東北大サイクロ）0斎藤大輔・古越靖 （原研）0中田正美·正木信行・佐伯正克
武・斉藤里栄・工藤久昭・橋本哲夫•藤岡 学· IB03 [Fe 置 (C5恥）2HFe1Cl 』のメスパウアー吸収測定による分
篠塚勉・山内道夫•藤田正広 子運動の研究

IA03 252Cf自発核分裂におけるアンチモン同位体の核異性体生 （筑波大化）0荘司 準·畑野 隆・池田龍一

成比の測定
（新潟大理）0斉藤里栄・三浦聡子・工藤久昭・橋
本哲夫

［核反応 II] 座長末木啓介(I]:15~12: 15) 
IA04 233Uおよび235U熱中性子誘起核分裂

（阪大理・京大炉）0箱田照幸•宮内貴宏・矢野大
作・渡辺誠也・横山明彦・高橋成人・斎藤 直・
馬湯宏・中込良廣

1A05 230Puの熱中性子誘起核分裂におけるmu!ti-mode 
fi ss i onの探求

（阪大理・京大炉）0渡辺誠也・矢野大作・箱田照
幸・高宮幸一・斎藤 直・高橋成人・横山明彦・
馬場宏・中込良廣

1A06_ 放射化法による 238Uの光核分裂の様相の研究

（阪大理・東北大核理研）0山口貴行・春日良ー・
矢野大作・高橋成人・横山明彦・馬場 宏・桝本
和義・大槻勤

［メスバウア化学 1I] 座長飯島誠一郎(II:15~12: 15) 
1B04 発光メスパウアー分光法による三核カルボン酸錯体の混

合原子価状態の研究
（理研．都立大理・マインツ大）0佐藤琢真・安部
文敏・片田元己・佐野博敏 •S.De i senro t h • 
ff.Spieringｷ P.Gtitlich 

IB05 凍結溶液中での有機アンチモン化合物のメスバウアース
ペクトルの測定

（慈恵医大化・昭和薬大薬・都立大理・束邦大理）
〇矢永誠人・遠藤和豊•清水敏夫・中原弘道・高
橋正・竹田満洲雄

IB06 ジケトアミンを配位子とするアンチモン錯体の 121sbメス

パウアースペクトル
（東邦大理）0森 秀夫・高橋 正・竹田満洲雄

長休み

特別講演 【 S 会場】
座長 上野馨（ 1 3 : 0 0~  1 4:  0 0)  

放射性廃棄物をめぐる最近の話題（原産会議）石原健彦1S01 

［核反応皿］ 座長篠原厚(1 5:10~16: 10) 
IA07 励起エネルギー14MeV近傍における 238U+p系の核分裂

（阪大理・原研）0春日良一・山口貴行・矢野大作・
高橋成人・横山明彦・馬湯 宏・篠原伸夫

IA08 アクチノイドの陽子誘起核分裂における極端な非対称質

IA09 

量分割(3)
（原研．都立大理・東北大核理研）〇塚田和明・永
目諭一郎・篠原伸夫・市川進ー・間柄正明・末木
啓介・西中一朗・中原弘道・大槻 勤

複合核21op 0の分裂機構におよぽす角運動量の影響(2)

（東大理・都立大理・北里大衛生・原研・東大核研）
0谷川勝至•宮本真哉・西中一朗・末木啓介・中
原弘道・小林貴之・塚田和明・野村 亨

［核反応w] 座長工藤久昭(1 6:15~17: 15) 
lAlO 軽アクチノイド中性子欠損核の核分裂

!All 

JAl2 

（都立大理・原研・東北大核理研・東大理）0西中
一朗•宮本真哉・小林香奈子・末木啓介・中原弘
道・塚田和明・間柄正明・初川雄ー・永目諭一郎・
池添博・大槻勤・谷川勝至

重アクチノイド領域におけるサプパリヤーエネルギー重
イオン誘起核分裂

（原研・東北大核理研．都立大理）0永目諭一郎・
池添 博・塚田和明・初川雄一・間柄正明・篠原
伸夫・大島真澄・大槻 勤•佐々木玲仁•青木由
香・笠木次郎太・西中一朗

中間エネルギー重イオン反応における核分裂と核破砕反
応の競合

（名大理・愛知医大・理研・阪大理・東大核研）
0倉知淳史・谷口勇仁・篠原 厚・古） I i路明・小
島貞男・大久保嘉高・安部文敏·竹迫和浩・横山
明彦・斎藤 直・馬場 宏・柴田誠一

［メスパウア化学皿］ 座長荘司準(1 5:10~15: 50) 
1B07 メトキシ基およびその誘導体をアピカル位に持つ三方両

1B08 

錐型アンチモン(V)錯体の 121sbメスパウアースペクトル

（東邦大理）0糟谷直彦・高橋 正・北澤孝史・竹
田満洲雄 , 

Ph.SbX型化合物の 121sbメスパウアースペクトルとX線結
晶構造

（東邦大理）0北澤孝史・秋山道代・高橋
田満洲雄

正•竹

［メスバウア化学w] 座長片田元己(1 5:55~16: 55) 
1B09 塩化アンチモン(1[)ークラウンエーテル付加物の 121sb メ

スパウアースペクトルと SbCb· (1 2-crown-4)の結晶構造
（東邦大理）0高橋 正・北澤孝史·竹田満洲雄

!BIO 121Sbメスパウアー分光法による金属間化合物強磁性体

!Bil 

(2) 

MnMふb(M=Mn,Fe)の研究
（電通大・理研）0中村
小林義男・安部文敏

仁・浅井吉蔵・山田修義・

121 g bメスパウアー分光法によるCuCr2-xSbxふの研究

（竃通大・理研）0中村 仁・浅井吉蔵•岡田卓也・
安部文敏

ホットアトム・原子核
プローブの化学分科会
(17:45~20:00)  



第 1 日〔 1 0 月 6 日（水）〕
【 C 会場】

［放射化分析 I] 座長富沢威(IO:IO~I I: IO) 
!COi 中性子捕獲による即発y線スペクトロメトリにおける光

電ピーク形状

（熊本大工•原研・秋田大教）岸川俊明・上村実也・
0野口 悟・米沢仲四郎・中村彰

lC02 中性子誘起即発ァ線データライプラリーの作成
（原研）0間柄正明・米沢仲四郎・星 三千男

IC03 中性子捕獲即発ァ線分析による大型試料の元素定量法に
関する検討

（都立大理・原研・東大原総セ）0小林香奈子・末
木啓介・中原弘道・米沢仲四郎・間柄正明・澤幡
浩之

［放射化分析 11] 座長 鈴木章悟（ II: 15~12: I 5) 
IC04 中性子誘起即発ァ線分析法及び機器中性子放射化分析法

による環境試料分析

（原研）0米沢仲四郎・間柄正明・星 三千男
IC05 本邦出土の中世銅銭の放射化分析ならびに即発ガンマ線

分析

（慶応大文・東大理・原研・東大原聡セ）0富沢
威・横山哲也・米沢仲四郎・澤幡浩之・間柄正明・
薬袋佳孝・富永健

IC06 即発ァ線分析による隕石試料の分析
（都立大理・原研・東大原総セ）0海老原充・小林
香奈子・尾寄大真·日高 洋・末木啓介・中原弘
道・米沢仲四郎・間柄正明・澤幡浩之

【 D 会場】
［蛍光X線・熱蛍光 I ] 座長沖雄一(I0: I 0~I 0: 50) 
IDOi S i硝子中に存在するNがイオンによる S i -KX線の化学効果

（東北大理）0飯原順次•河合丈太郎•関根 勉・
吉原賢二

1D02 二波長域高感度同時熱蛍光測定装置の開発と速度論的パ
ラメータ

（新潟大理）橋本哲夫• O市野正廣·中村千恵

［熱蛍光 1I] 座長鈴木健訓(10:55~II: 55) 
1D03 イメージングプレートを用いたアクチポグラフや EPMA画

像と各種ルミネッセンスカラー画像の関係について

（新潟大理・日大文理）0橋本哲夫・坂上修栄・尾
島 哲・布袋田真大•印牧もとこ

1D04 天然石英水晶及び合成石英ガラスにおける TL と ESRとの関
連性について

（新潟大理）橋本哲夫• O尾島 哲・小西正芳
ID05 赤色域熱蛍光(RTL)測定に基づく旧石器（宮城県高森遺跡）

関連地層の年代評価
（新潟大理・金沢大理）橋本哲夫 ·O能登屋信・小
村和久

繹休今

特別講演 【 S 会場】
座長 馬楊宏（ 1 4:  0 5~  1 5:  0 5)  

1S02 核データの現状について（原子カデータセンター）
更田豊治郎

［放射化分析1I[] 座長 米沢仲四郎(1 5:IO~I 6: I 0) 
IC07 内部転換竃子の簡易測定法

（立教大原研）0戸村健児・スルヤディー・白石文
夫

!COB 活性炭を用いる前分離濃縮と中性子放射化分析による天
然水中のセレン(W) とセレン(VI)の分別定量

（大同工大・立教大原研）0酒井陽ー・戸村健児
IC09 前濃縮・炉速中性子放射化法による鉄鋼試料中のけい素

の分析
（立教大原研・（株）ミクニ）戸村健児• O戸室裕行

［放射化分析w] 座長 間柄正明(1 6:15~17: 15) 
JClO 高純度ジルコニウム中の重元素の放射化学的中性子放射

化分析
（大阪府立大附属研）0朝野武美•福田久衛

lCll フッ化物ガラス製造工程における白金および銅の汚染
(NTT光エレ研）0小林健二

JCl2 機器中性子放射化分析による頭髪標準試料中の微量元素
の定量

（武蔵工大原研）0鈴木章悟•岡田往子・平井昭司

放射化分析分科会

(17:45~20:00)  

［放射線測定 I] 座長 今村峯雄(1 5:10~16: IO) 
ID06 Geガンマ線スペクトロメトリ：光電ピーク波形を構成す

るランダムサミング成分
（熊本大工）0西村一久・岸川俊明

ID07 バルス時間間隔解析(TIA)法を用いたアクチニウム系列及
びトリウム系列核種の選択的定量の検討

（新潟大理）橋本哲夫 ·O石塚史彦・米山裕美子・

福山直人
1D08 ガンマ線透過計測法：光竃ピーク形状に出現する小角散

乱波形にもとずく媒体形態把握への応用
（熊本大工）岸川俊明・上村実也• O野中康生

(3) 

［放射線測定 11] 座長 岸川俊明(1 6: 15~17: 15) 
ID09 a 線計測用試料の偏析補正

（日本核燃料開発（株））0松島健一・大内淳弘
IDIO 放射線検出器のバックグラウンド低滅の試み

（金沢大理）0小村和久・渡口 輝・山本政儀・上
野馨

ID!] 低レペル8 放出体混合試料の液シンによる分離測定
（慈恵医大・東京医歯大） 0瀧上 誠・名竹孝志・
藤井張生

核化学分科会

(17:45~20:00)  



第 2 日〔 1 0 月 7 日（木）〕午前
【 A会場】 . 【 B 会場】

［核反応V] 座長大槻 勤(9:20~I0: 20) ［メスパウア化学 V] 座長佐藤春雄(9:20~IO: 20) 
2AO] 重イオン核反応における質量移行の入射チャネル質量非 2B0] 三次元高分子錯体[A(Me3Sn)3Fe(CN)6l~のメスバウアー分

対称度依存性 光学的研究
（阪大理・理研）桐生大• O横山明彦・竹迫和浩・ （都立大理）0藤田道朝・片田元己・川田 知・北
渡辺誠也・高橋成人・斎藤 直・馬場 宏・大久 JI/ 進•佐野博敏
保嘉高 2B02 混合原子価ピバリン酸鉄錯体の構造と原子価状態

2A02 高エネルギー重陽子による銀標的の核破砕反応断面積の （都立大理・昭和薬大薬）0中本忠宏・片田元己・
研究 北川進・遠藤和豊•佐野博敏

（高エネ研）0沼尻正晴・三浦太ー・沖 雄一・鈴 2B03 [Fe'Fe 1 (b pmp)転］（Bむ）吐こおける竃子移動速度に及ぼす
木健訓・近藤健次郎・田中万博・家入正治・野海 架橋基L及び配位子修飾の効果
博之・山野井豊・高崎 稔 （九大理·九環協）前田米蔵． 0河野耕太·田中信

2A03 高エネルギー核反応におけるフラグメンテーション過程 治・高島良正
についての一考察

（東大核研・日大文理・東大原セ・金沢大理・名大
理・追手門学院大経）0柴田誠ー・今村峯雄・永井
尚生・小林紘ー・坂本 浩・古川路明•藤原一郎

［核反応VI ．迅速分離］ 座長 横山明彦(10:25~II:25) 
2A04 光冗哺放出核反応の系統性

一標的核質量非依存性

（金沢大理・東大核研・追手門学院大経・名大理）
0大浦泰嗣． S.R．サーカー・坂本浩・柴田誠一・
藤原一郎・古川路明

2A05 15-65MeV領域における高エネルギー中性子核反応断面積
の測定

（東大核研•原研・東北大サイクロ・岡山大地球内
部研究セ）0今村峯雄・柴田誠一・上蓑義明・佐藤
信吾•田中 進・中村尚司・長尾敬介

2A06 気相迅速化学分離法の研究
（新潟大理）0古越靖武•田村啓子・工藤久昭・橋
本哲夫

［核壊変 I] 座長柴田誠一(I!:30~12: 30) 
2A07 新核種＇ 27Prの同定

（原研・名大工）0関根俊明・長 明彦・小泉光生・
市川進ー・河出 清・山本洋・浅井雅人

2A08 カリホルニウムー 245の壊変特性(2)

（原研）0初川雄一・塚田和明・篠原伸夫・永目諭
一郎・間柄正明

2A09 97、 98Tc の半減期について (5)

（北里大衛生・都立大理・東大核研・電通大）
0小林貴之・末木啓介•海老原充・中原弘道・今
村峯雄・増田彰正

［メスバウア化学V1] 座長高橋正(10:25~11:25) 
2804 スピンクロスオーバー鉄(ill)錯体の臆換基およびカウン

ターイオンによる効果
（九大理·九環協）前田米蔵• O速水真也・高島良
正

2805 メスバウアー分光法を用いた混合金属オキサラト錯体の
研究

（エ技院生命研・九大理）0飯島誠一郎·
A.Bhattacharjee ·水谷文雄・満身 稔•松本尚英·
大川尚士

2806 フェロセン誘導体の固体，吸着および液品状態のメスパ
ウアー分光法による研究

（東理大理・立命館大理工）0角谷敏樹・楠戸伊緒
里・佐藤春雄・花崎知則・中村尚武

［メスバウア化学Vl1] 座長前田米蔵（11:30~12: 30) 
2B07 57Fe メスバウアー分光法によるフェロセン系COPNA樹脂の

磁気的挙動の研究
（東邦大理・群馬高専・東海大開発エ・東大物性研）
0高橋 正・竹田満洲雄・太田道也・大谷杉郎・

野澤清和·木下寅
2B08 長鎖アルキル基をもつ二核フェロセン誘導体の混合原子

価状態(lII)
（広島大理）中島 覚• O上木裕・西村辰郎・酒
井宏

2B09 鉄(n)及びルテニウム(n) フェロセニルアセチリド錯体
のメスバウアー分光学的研究

（都立大理・埼玉大分析セ）0片田元己・林由紀子・
佐藤勝

昼休み
-ｷ • ｷ ｷ ｷ • -----

放射化学研究連絡委員会
【大学会館 2 階第4, 5 中集会室】 (12:35~13: 25) 
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第 2 日〔 1 0 月 7 日（木）〕午前
【 C 会場】 【 D 会場】

［放射化分析V] 座長 海老原充(9:20~10:40) ［環境放射能測定法］ 座長 吉岡濶江(9:20~IO: 20) 
2COI 成育環境指標としての植物葉の有効性 2D01 ゲル化材を用いた液体シンチレーション計測による環境

（京大原子炉・京大農•森林総研）0高田寅禰·片 試料中の＂c濃度測定法
山幸士・西村和雄・岡田直紀 （九大理・九環協）0川村秀久・百島則幸・高島良

2C02 中性子放射化分析法によるスギ樹幹中の微量元素の分布 正
（京大RIセ・奈良教育大・広島大原医研・京大農・ 2D02 光音響法によるテクネチウムの検出(2)
森林総研）0青木達•長友恒人・澤田昭三・星 ーイソチオシアン酸を波長シフター剤とする方法一
正治・片山幸士・西村和雄・岡田直紀 （東北大理）0関根 勉•藤田 勉•平賀正之•吉

2C03 中性子放射化分析法による中国製生薬製剤中の微量元素 原賢二
の定董（第 3 報） 2D03 土壌試料中のggTcの燃焼装置による分離および分析測定

（昭和薬大薬・慈恵医大化・明治大農）0遠藤和豊・ 法に関する研究
宮崎史子・吉村 徹•本田智香子・串田一樹・矢 （放医研）0田上恵子・内田滋夫

氷誠人・戸沢満智子・塚田正道
2C04 古代土器の日韓交流に関する基礎研究

（奈良教育大・京大原子炉・天理市教委）0三辻利
- •松井敏也・武内孝行・中野幸廣・泉 武

［マルチトレーサ I] 座長柴田貞夫(JO:45~11 :45) 
2C05 84Kr ピーム照射によるマルチトレーサー核種の製造

（理研）0岩本正子・安部静子・大久保嘉高・小林
義男・矢野倉実・安部文敏

2C06 マルチトレーサーからのランタノイド等の群別分離
（東大理・理研）大塚博史• O薬袋佳孝・安部静子・
高橋嘉夫・石橋美絵・小林義男・大久保嘉高・岩
本正子・矢野倉実・前田はるか・安部文敏・富永
健

2C07 マルチトレーサーを利用した溶媒抽出
（理研）0小林義男・安部静子・竹下和孝・大久保
嘉高•前田はるか・岩本正子・矢野倉実・安部文
敏

［マルチトレーサ II] 座長戸村健児（11:50~12:30) 
2C08 マルチトレーサーを用いたD iphos p h i ne d i ox i de による各

種元素の溶媒抽出の研究
（原研・理研）0矢板毅・館盛勝ー・安部静子・

小林義男・大久保嘉高•前田はるか・岩本正子・
矢野倉実・安部文敏

2C09 マルチトレーサーによる金属元素の a-Fe2妬への選択的
吸着の研究(II)

（理研）安部静子• O竹下和孝・大久保嘉高・小林
義男・前田はるか・岩本正子・安部文敏

［環境放射能・分離測定］ 座長 岡井富雄(JO:25~11 :25) 
2004 水溶液中の高酸化状態ルテニウムの吸着挙動（その3)

-Tc と Ruの分離への利用一
（放医研）0今井靖子・竹下 洋・阿部道子・渡利

一夫
2005 235Np収率トレーサを用いた2s7Npと 230Npの同時定量と環

境試料への適用
（金沢大理 •GSF Germany)O山本政儀 •G.Rosner • 
R.Winkler 

2006 気相におけるラドン娘核種の中性化速度
（高エネ研）0三浦太ー・沖 雄一・沼尻正晴·鈴
木健訓・近藤健次郎

［環境放射能 I] 座長 阿部道子(II:30~12 :30) 
2D07 ラドンの娘核種を捕集するためのエレクトレットの作製

（金沢大医技短）0天野良平
2D08 尾小屋地下測定室予定地の環境放射能・放射線レペル

（金沢大理）小村和久• O渡口 輝・山崎誠ニ・山

本政儀・上野馨
2D09 放射化物の加工に伴う放射性エアロゾルの挙動(N)

（高エネ研）0沖 雄一・沼尻正晴・鈴木健訓・三
浦太ー・神田征夫・近藤健次郎

昼休み

若手研究者の会総会
【 C会場】 (12:40~13: 25) 

(5) 



第 2 日〔 1 0 月 7 日（木）〕午後
中寺天り暉演 [S 会蝸］

座長 西朋太 (1 3:  3 0~  1 4 : 3 0)  

2S01 Rapid Rad i oche皿i cal ~eparations and the ~xtension ol the Che皿i s t' s Per i od i c 『 able
(Johannes Gutenoer~-Universi t!t Mainz, Ger皿any) G. 『.Herr圃ann

ポスターセッション 【 P会場】 (1 4 : 3 5~15:20) 
2POJ 中間エネルギー重イオン核反応にみられる極限的様相へ 2P02 Study of the Products from Reactions Induced by 

の遷移 Secondary Fast Neutrons in Intermediate Energy 
（阪大理・理研・名大理）竹迫和浩• O斎藤 直• Heavy I on Col !is ions 
渡辺誠也・横山明彦·馬場 宏・大久保嘉高・篠 （理研）0李 文新・大久保嘉高・安部静子・小林
原厚・谷口勇仁・古川路明 義男・岩本正子・前田はるか•安部文敏

2P05 イオンピーム分析とRI トレーサを用いたガラス表面の陽 2P06 42Ar-42Kジェネレーターを用いた超純水中のカリウムの

イオン置換について 定量
（北里大衛生・理研）0小林貴之・野崎 正・矢野
倉実・荒谷美智

2P09 トリチウムの綿繊維に対する吸着と脱離
（東大アイソトープ総合セ）0野川憲夫・巻出義絋

【 A会場】
［核壊変 II ・中間子化学］ 座長 関根俊明(I5: 30~16:30) 
2A!O 地球化学的手法による四Zrの二重B崩壊の半減期の測定

（理研・東大理・電通大）0高橋和也・川島敦道・
増田彰正

2AII C6H12,C6恥＋CCl4混合系における負バイ中間子転移過程
（名大理・阪大理•愛知医大・信州大教・高エネ研）
0室山俊浩・篠原 厚・倉知淳史・古川路明・斎
藤 直・横山明彦・箱田照幸・小島貞男・村松久
和・三浦太一

2Al2 重水素置換化合物を用いた凝縮系における負パイ中間子
転移過程の研究

（名大理・阪大理・高エネ研）0篠原 厚・室山俊
浩・重兼史尚·古川路明・斎藤 直・横山明彦・
渡辺誠也・三浦太一

［核融合・水素同位体］ 座長斎藤直(16:35~17: 35) 
2Al3 O.IM-L i OD/D20溶液の電気分解における Liの挙動

（都立大理・北里大衛生・理研）0宮本真哉・末木
啓介•藤井政俊・白川利昭·千葉雅美・小林貴之・
矢野倉実・荒谷美智・中原弘道

2Al4 圧竃物質破壊過程における粒子加速と中性子発生
（都立大理・大妻女子大社会情報・東海大工）0末
木啓介•藤井政俊・千葉雅美・池辺 武・山岡新
之介・三浦洋昭・渡辺敏広・白川利昭・内海倫明

2Al5 水素同位体交換平衡における異常同位体効果(3)

（東工大原子炉研・ニューヨーク州立大）0小高正
敬．J .B ig ele i sen

（北里大衛生）0武井誠・野崎正・小林貴之・
佐治有紀子

2PIO 地下水ラドン含有量と化学成分濃度との相関
（静岡大理）0長谷川闊彦・菅沼英夫・吉岡濶江・
波多江一八郎

【 B 会場】
［メスパウア化学VII] 座長酒井宏(l5: 30~16:30) 
2810 Y型ゼオライト細孔中のトリス｛ 2-（アミノメチル）ピリ

ジン｝鉄(II)錯体のスピン平衡
（東大理）0梅村泰史・薬袋佳孝・富永健

2Bll ハイドロタルサイト層間および表面上の鉄シアノ錯体の
メスパウアースペクトル

（東大理）笹原 亮 •O薬袋佳孝・梅村泰史・富氷
健

2812 テフロン中に拡散した57Feの化学状態

（理研・静岡理工科大 •Hahn-Me it ner Bel r i n研）
0小林義男・吉田 豊 •R.S ie I emann • L. Wende • 
安部文敏

［メスパウア化学IX] 座長薬袋佳孝(1 6:35~17 :35) 
2B13 合成Fe置換フッ素雲母のメスバウアースペクトル(2)

（信州大教育・信州大工）0三沢雅志・村松久和・
北島闊夫

2B14 PVAフィルム中に生成したマグネタイト微粒子の存在状態
（信州大教育・高エネ研）0伊東 営・村松久和・
三浦太一

2B15 硝酸塩ガラスの電気伝導度と s7Feーメスバウアースペク
トル

（九大理・福岡大工・九環協）西田哲明• O大原雅
和•松本泰國・高島良正

懇親会 【金沢スカイホテル（金沢市武蔵町 1 5-1) >
(18:20~2 0 : 2 0) 
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第 2 日〔 1 0 月 7 日（木）〕午後

蛉男リ暉演 【 S 会坦】

ポスターセッション【P会場】
2P03 MESONによる K殻電離

（京大化研・東北大理 •ATOMKI Hun gary)向山毅・
〇鍛冶東海． L.Sarkad i

2P07 混合溶媒(DMSO／水）中におけるAm3十と Cl―との間の生成定
数に関する研究

（静岡大理・東北大金研）0菅沼英夫・佐藤伊佐務

【 C 会場】
［マルチトレーサ皿］ 座長朝野武美(1 5:30~I 6: I 0) 
2CIO マルチトレーサーによる強酸性樹脂ナフィオンヘの各種

元素のイオン交換吸着の研究皿

（青山学院大理工・理研）0青木尚樹・番場丈博·
原川裕章・斎藤裕子・木村 幹・安部静子・大久

保嘉高・小林義男・岩本正子・前田はるか・矢野
倉実・安部文敏

2Cll マルチトレーサーを用いた非イオン性高分子吸着体への
各種元素の塩化物イオン溶液中での吸着挙動の研究

（放医研・理研）0柴田貞夫・渡利一夫・野田 豊・
安部静子・大久保嘉高・岩本正子・小林義男・矢

野倉実・前田はるか・安部文敏

［ホットアトム化学 I ] 座長関根勉(16: JO~16: 50) 
2Cl2 10B(n, a )7Li反応により生成する反跳7Li'からの即発y

線の線形とホウ素化合物の物理的・化学的状態

（大同工大•原研・東大原総セ）0酒井陽一・米沢
仲四郎・間柄正明・澤幡浩之・伊藤泰男

2Cl3 水溶性金属ポルフィリン錯体イオン会合系[M(TMPyP)]
[M'(TPPS)](M,M'=Zn2•.c ct2+）における反跳現象

（筑波大化）0荘司準

［ホットアトム化学 1I] 座長 酒井陽一(1 6:55~17: 35) 
2Cl4 メタロセン．メタロセン誘導体及びそのB ーシクロデキ

ストリン包接化合物におけるホットアトム反応と反跳イ
ンプランテーション反応

（東北大理）0山口巌•松江秀明•関根勉•吉
原賢二

2Cl5 メタロセン． B- シクロデキストリン包接化合物及びメ
タロセン修飾シクロデキストリンの反跳体の化学

（東北大理）0松江秀明・山口 巌•関根勉•吉
原賢二

2P04 ポーラスシリコン中のポジトロニウム
（理研・東京学芸大・東京電機大）0伊東芳子・村
上英興・木下彬

2P08 [ a -82P]ヌクレオシド トリホスフェートの合成

（原研・ハンガリー同位体研）0三浦文徳•松岡弘
充 •T.Horster 

【 D 会場】
［環境放射能 II] 座長 小村和久(1 5:30~16 :30) 
2D10 原子炉冷却水上部空気中に見出される FP稀ガス起源の放

射性核種と燃料監視装置への応用

（立教大原研）0松浦辰男・林 脩平•原沢進・
戸村健児

2D11 最近 9年間における大気中トリチウムの経年変動
（九大工・九環協）0岡井富雄・高島良正

2D12 トリチウム化メタンの環境動態を解明するための基礎研
究：土壌によるメタンの酸化

（九大理・九環協） OP.I ．チャハヤ・百島則幸・高
島良正

［環境放射能l[] 座長 三浦太一(1 6:35~17 :35) 
2D13 エアロゾル，大気降下物中の屯e,32p, 3ss.21opb, 21o p 0の

定量
（九大理・九大R［セ・九環協）0田川祐子・兵頭成
俊·杉原真司・大崎進・高島良正

2D14 筑波における大気中の7Be濃度と 21apb濃度の変動

（明治大理工•国立環境研）0瀬川透•佐藤純・
士井妙子

2D15 137Csのフォールアウト測定における再舞い上がりの影響
（宮城県原子カセ・東北大理）0石川陽一・小川
武・佐藤健一・小葉松英行・菊池 格•関根勉·

吉原賢二

懇親会

(7) 



第 3 日〔 1 0 月 8 日（金）〕午前
【 A会場】 【 B 会場】

［錯形成・テクネチウム I] 座長 高橋成人(9:20~l 0: 20) ［メスバウア化学X] 座長松尾基之(9:20~l O: 20) 
3AO] 混合溶媒（メタノール／水）中における Fe3'と Fとの間の 3B0] レーザー照射及びy線照射により結晶化したガリウム酸

生成定数に関する研究 塩ガラスの赤外及び57Feーメスパウアースペクトル
（静岡大理）0菅沼英夫・白髭昌洋・大森 魏 （九大理・九環協・北大竃子研）西田哲明・ 0久冨

3A02 テクネチウムとチオ尿素誘導体との反応 木志郎・高島良正・三上結・八木駿郎
（原研•静岡大理）0橋本和幸・大森 疑 3B02 ガンマ線照射を行ったタングステン酸塩ガラスの 11 •sn-

3A03 テクネチウムニトリドコアをもつEDTA錯体等の合成とキ メスバウアースペクトルと ESR
ャラクタリゼーション （九大理・都立大RI ・九環協）0西田哲明・片田元

（東北大理）0高山努 •A.Mu t al i b ·可児祐子•関 己・磯部敏幸・高島良正
根 勉•吉原賢二 3B03 溶融法により調製したピスマス系超伝導体(2212相）のキ

［テクネチウム Il] 座長 今井靖子(1 0:25~II:25) 
3A04 Fe( phen)32'による過テクネチウム酸イオンの分光光度定

量
（静岡大理）0大森 魏・渡邊絵美子・菅沼英夫

3A05 TPAC による過テクネチウム酸イオンの溶媒抽出機構
（静岡大理）0大森 魏・村岡薫子・菅沼英夫

3A06 尿におけるテクネチウムの溶媒抽出
（原研）0渡辺智・橋本和幸・石川 勇

［放射性ヨウ素］ 座長 菅沼英夫(I I:30~12: I 0) 
3A07 放射性ヨウ素の化学的挙動 （］）溶媒抽出

（阪大理）0民谷由紀子・矢野大作・高橋成人・馬
場宏

3A08 放射性ヨウ素の化学的挙動 (2)溶存状態
（阪大理）0矢野大作・民谷由紀子・高橋成人・馬
場宏

(8) 

ャラクタリゼーションと 11 •snーメスバウアースペクトル
（九大理・九環協・都立大RI)西田哲明• O久保田
純一・高島良正・片田元己・市川聡夫・深見 武・
青峰隆文

［メスパウア化学XI] 座長 村松久和（］0:25~11:25) 
3B04 酸素とフッ素をアニオンとし．スズをカチオンとするガ

ラスの I 1•snーメスパウアー及びFT-IRスペクトル

（九大理・都立大RI· 長岡技科大）0西田哲明・片
田元己・大沢直樹・佐藤隆士・小松高行•松下和

正
3B05 メスパウアー分光法による鉄釉薬の研究

（昭和薬大薬・都立大理・原研）遠藤和豊• O春田
博司•本田智香子・片田元己・中田正美・荒殿保
幸•佐伯正克

3B06 群馬県西部第三紀火山岩のメスバウアースペクトル
（昭和薬大薬·都立大理・群馬大教養）0遠藤和豊・
山本剛久・蛭沼利江子•海老原充•野村 哲

［メスパウア化学XII] 座長 西田哲明(I]:30~12:30) 
3B07 57Fe メスパウアー分光法による多摩川河口域の底泥の状

態分析
（東大教養）0松尾基之・符 岩・高野穆一郎

3B08 海洋堆積物中の鉄のメスパウアー分光
（理研）陳紹勇·竹松伸 ·O安部静子・
A.Ament ·安部文敏

3B09 南極いん石の中性子放射化分析法によるハロゲンの定量
と 51Feメスバウアー分光法による鉄の化学状態の研究

（昭和薬大薬·都立大理）0遠藤和豊・篠永妙子・
海老原充・中原弘道



第 3 日〔 1 0 月 8 日（金）〕午前
【 C 会場】 【 D 会場】

［ポジトロニウム化学·角相関］座長 小林貴之(9:20~I 0: 20) ［環境放射能w] 座長 山本政儀(9:20~10:40) 
3COI 隔霞子消滅による電子線照射石英の欠陥の検出 3D01 河川における, 37Csの流出過程

（東大先端研・筑波大物質工）0綿打敏司・上殿明 （九大RI セ・九環協）0杉原真司・大崎進・高島
良・氏平祐輔 良正

3C02 陽竃子消滅とエポキシ樹脂中の空孔について 3D02 富士｝ l|水系の銅．亜鉛．カドミウム．鉛．鉛ー210
（高エネ研・東大原総セ・住友筑波研）0鈴木健訓・ （青山学院大理工）0平入隆宏•原川裕章・斎藤裕
沖雄ー・沼尻正晴・三浦太一・近藤健次郎・伊 子・木村幹
藤泰男・塩見 浩 3D03地下水懸濁物中のウラン同位体

3C03 ""Rhを線瀕核種とする YBa2Cua01-x中ogRuのガンマ線摂動 （金沢大理・動燃）0中西 孝・濱 克宏・山川
角相関 稔・瀬尾俊弘・落合洋治

（理研・電通大・東大核研）0大久保嘉高・小林義 3D04 硝酸溶液中における Npの酸化還元挙動
男・安部静子・原沢 薫•岡田卓也・安部文敏· （日立製作所エネ研）0深澤哲生・笹平朗・中村
浅井吉蔵・柴田誠一 友隆

[R［標識］ 座長 矢野倉実(J O:25~11 :25) 
3C04 超純水中に生育する微生物のRI標識と挙勁の追跡

（北里大衛生）0武井誠・野崎正・小林貴之
3C05 RhC J 3·3H表存在下におけるトリチウム水による酸アミド

のトリチウム化(II)
（千葉大教養）0大橋國雄・菅野智徳

3C06 PET用放射性薬剤の製造
ー合成装置を用いた 18F-FDG, 13N-NH3, 11C—パルミチン酸
の合成一

（金沢循環器病院・日本製鋼所・金沢大理）0山下
万寿美•関 宏恭・渇浅光秋・菅原迪・坂本
浩

［照射効果・防御］ 座長 天野良平（ 11:30~12: 30) 
3C07 La／フラーレンの放射線効果

（都立大理・立教大原研）0末木啓介・小林香奈子・
菊地耕ー・戸村健児・山内康太郎・阿知波洋次・
中原弘道

3C08 DNA放射線損傷に対する緑茶抽出物の防御効果（その3)
-70℃における水酸ラジカルの反応性一

（静岡大理・静岡県大院生活科学）0赤井五郎•吉
岡濶江・吉岡 寿•長谷川閲彦

3C09 DNA放射線損傷に対する緑茶抽出物の防御効果（その4)
一共存する鉄の影響一

（静岡大理・静岡県大院生活科学）松岡 猛• O吉
岡濶江•吉岡 寿•長谷川囲彦

(9) 

［環境放射能V] 座長 斎藤裕子(IO:45~11 :45) 
3D05 フミン酸溶液と粘土鉱物．シリカゲルなどの吸着剤が共

存した系でのアクチノイド（皿）の挙勁
（東大理·原研）0高橋嘉夫・築袋佳孝・木村貴海・
目黒義弘・富永 健

3D06 水田土壌中の2a7Np蓄積量の時間的推移

（金沢大理・農業環境技術研）0小藤久毅・山本政
儀・津村昭人・山崎慎一・小村和久・上野 馨

3D07 雲仙普賢岳噴出物中のU, Th系列の放射平衡
（九大理・九環協）OM．サヤド・百島則幸・萬本敦
子・柳畔・高島良正

［環境放射能VI] 座長 百島則幸(I!:50~12 :50) 
3D08 外洋海水中のPu-239, 240 と Am-241

（金沢大理）0中西 孝・村松真文・柴由美子
3D09 高エネルギー加速器施設における残留放射能中のN i -63

（高エネ研）0近藤健次郎・沼尻正晴・沖 雄一・
鈴木健訓・三浦太ー・神田征夫·平 雅文

3D10 長崎原爆被暖屋根瓦中のEu-152比放射能
（金沢大理）0中西 孝・三輪謙太郎・大木里夏
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Plenary Lectures 

1 SO 1 Recent Topics on Radioactive Waste Management 

Wednesday, October 6 
(13:00-15:05) 

Takehiko ISHIHARA (Japan Atomic Industrial Forum, Inc.) 

1 S02 The Status QUO of the Nuclear Data 
Toyojiro FUKETA (Nuclear Energy Data, Center) 

Thursday, October 7 
(13:30-14:30) 

2S01 Rapid Radiochemical Separations and the Extension of the Chemist's Periodic Table 
Giinter F. HERRMANN (Institute far Kernchemie, Mainz, Germany) 

Lecture Session 
Wednesday, October 6 

[Nuclear Reactions I ] (10:10-11:10) 

1A01 Effects on Transport Efficiency in IGISOL 
Hisaaki KUDO*, Daisuke SAITO, Rie SAITO (Faculり ofScience, Niigata Universiり）
Hitoshi SUNAOSHI, Tsutomu SHINOZUKA, Manabu FUJIOKA 

(Cyclotron and Radioisotope Center, Tohoku Universiり）

1 A02 Isomeric Yield Ratios of Fission Products in 232Th+p System II 
Daisuke SAITO*, Hisaaki KUDO, Yasutake FURUKOSm, Rie SAITO, Tetsuo 
HASHIMOTO (fi'acul加 ofScience, Niigata Universiり）
Manabu FUJIOKA, Tsutomu SHINOZUKA, Michio YAMAUCHI, Masahiro FUJITA 
(Cyclotron and Radioisotope Center, Tohoku Universiり）

1 A03 Measurement of Isomeric Yield Ratios of Antimony Isotopes in Spontaneous 
Fission of 252Cf 
Rie SAITO*, Satoko MIURA, Hisaaki KUDO, Tetsuo HASHIMOTO 

(Faculり o/Science, Niigata Universiり）

[Nuclear Reactions II] (11:15-12:15) 

1A04 Thermal-Neutron-Induced Fission of 233U and 235U 
Teruyuki HAKODA*, Takahiro MIYAUCHI, Daisaku YANO, Seiya WATANABE, 
A卓oYOKOYAMA, Naruto TAKAHASID, Tadashi SAITO, Hiroshi BABA 

(Faculり ofScience, Osaka Universiり）
Yoshihiro NAKAGOME 依esearchReactor Institute, Kyoto Universiり）

1 A05 Study on Multi-Mode Fission of 239Pu Induced by Thermal Neutrons 
Seiya WATANABE*, Daisaku YANO, TeruyukiHAKODA, Koichi TAKAMIYA 
Tadashi SA汀0,Naruto TAKAHASHI, Akihiko YOKOYAMA, Hiroshi BABA 

(fi'aculり ofScience, Osaka Universiり）

Yoshihiro NAKAGOME 依esearchReactor Institute, Kyoto Universiり）

(12) 



1A06 Study on Characteristics of Photofission of 238U by Radiochemical Method 

Takayuki YAMAGUCHI*, Ryoichi KASUGA, Daisaku YANO, Naruto TAKAHASHI, 
Akihiko YOKOYAMA, Hiroshi BABA 匹culり ofScience, Osaka Universiり）

Kazuyoshi MASUMOTO, Tsutomu OHTSUKI 
伍oratoryof Nuclear Science, Tohoku Universiり）

Lunch (12:15-13:00) 

Plenary Lectures (13:00-15:05) 

[Nuclear Reactions Ill] (15:10-16:10) 

1A07 Fission of the 238U+p System in the Region Near Ex=14MeV 
Ryoichi KASUGA*, Takayuki YAMAGUCHI, Daisaku YANO, Naruto TAKAHASHI, 
Akihiko YOKOYAMA, Hiroshi BABA Waculり ofScience, Osaka Universiり）
Nobuo SHINOHARA (Japan Atomic Energy Research Institute) 

1A08 Extremely Asymmetric Mass Division Products in Low-Energy Proton-Induced 
Fission of Actinides (3) 

Kazuaki TSUKADA*, Yuichiro NAGAME, Nobuo SHINOHARA, 

Shin-ichi ICHIKAWA, Masaaki MAGARA (Japan Atomic Ener,Research Institute) 

Keisuke SUEKI, Ichiro NISHINAKA, Hiromichi NAKAHARA 

伍aculり ofScience, Tokyo Metropoli血 Universiり）
Tsutomu OHTSUKI (Laboratory of Nuclear Science, Tohoku Universiり）

1 A09 Influence of Angular Momentum on the Fission Process of the Compound Nucleus 
21op0 (2) 
Masashi TANIKAWA* (Schcool of Science, Universi加 o/Tokyo)

Shinya MIYAMOTO, Ichirou NISHINAKA, Keisuke SUEKI, Hiromichi 

NAKAHARA 佃cul加 ofScience, Tokyo Metropolitan Universiり）

Takayuki KOBAYASHI (Schcool of Hygienic Science, Kitasato Universiり）

Kazuaki TSUKADA (Japan Atomic Ener,Research Institute) 

Toru NOMURA (Institute for Nuclear Study, Universi加 o/Tokyo)

[Nuclear Reactions IV] (16:15-17:15) 

1A10 Nuclear Fission of Neutron-Deficient Nuclei in Light Actinide Region 
Ichiro NISHINAKA*, Shinya MIYAMOTO, Kanako KOBAYASHI, Keisuke SUEKI, 

Hiromichi NAKAHARA にaculり ofScience, Tokyo Metropoli血 Universiり）

Kazauaki TSUKADA, Masaaki MAGARA, Yuichi HATSUKA WA, Yuichiro NAGAME, 

Hiroshi IKEZOE (Japan Atomic Ener,Research Institute) 

Tsutomu OHTSUKI (Laboratory of Nuclear Science, Tohoku Universiり）

Masashi TANIKA WA  (Facul加 ofScience, Universi炉 o/Tokyo)

1A 11 Sub-Barrier Energy Heavy Ion-Induced Fission in Heavy Actinides 

Yuichiro NAGAME*, Hiroshi IKEZOE, Kazuaki TSUKADA, Yuichi HATSUKA WA, 

Masaaki MAGARA, Nobuo SHINOHARA, Masumi OSHIMA 

(Japan Atomic Ener,_即 ResearchInstitute) 

Tsutomu OHTSUKI, Reiji SASAKI, Yuka AOKI, Jirota KASA GI 

仰boratoryof Nuclear Science, Tohoku Universiり）

lchiro NISHINAKA (Faculり ofScience, Tokyo Metropoli血 Universiり）

(13) 



1A 12 Competition between Fission and Spallation in the Reactions Induced by 
Intermediate Energy Heavy Ions 
Junji KURACHI*, Eugene TANIGUCHI, Atsushi SHINOHARA, 
Michiaki FURUKAWA (Facul加 ofScience, Nagoya Universiり）
Sadao KOJIMA <,Radioisotope Research Center, Aichi Medical Universiり）

Yoshitaka OHKUBO, Fumitoshi AMBE 

(Institute of Physical and Chemical Research) 
Kazuhiro TAKESAKO, Tadashi SAITO, Hiroshi BABA 

(Faculり ofScience, Osaka Universiり）
Seiichi SHIBATA (Institute/or Ni叫四rStudy, Universi加 ofTokyo) 

Nuclear Chemistry Group Meeting (17:45-20:00) 

Thursday, October 7 

[Nuclear Reactions V] (9:20-10:20) 

2A01 Dependence of Mass Transfer in the Heavy Ion Reaction on the Mass Asymmetry 
at Entrance Channel 
Masaru KIRIU，紐血koYOKOYAMA*, Kazuhiro TAKE.SAKO, Seiya WATANABE, 
Naruto TAKAHASHI, Tadashi SAITO, Hiroshi BABA 

(Faculり ofScience, Osaka Universiり）
Yoshitaka OHKUBO (Institute of Physical and Chemical Research) 

2A02 Nuclear Reactions of High Energy Deuterons with Silver Target 
Masaharu NUMAJIRI*, Taichi MIURA, Yuichi OKI, Takenori SUZUKI, 
Kenjiro KONDO, Kazuhiro TANAKA, Masaharu IEIRI, Hiroyuki NOUMI, Yutaka 
YAMANOI, Minoru TAKASAKI (National Laboratory for High Energy Physics) 

2A03 Discussion on Fragmentation Process in High-Energy Nuclear Reaction 

Seiichi SHIBATA*, Mineo IMAMURA 

(Jnstitute for Nuclear Study, Universi炉 a/Tokyo)

Hisao NAGAI (College of Humanities and Sciences, Nihon Universiり）

Koichi KOBAYASHI 

依esearch Center for Nuclear Science and Technology, Universiり o/Tokyo)
Koh SAK.凶OTO (Faculり ofScience, Kanaza,wa Universiり）

Michiaki FURUKAWA (Facul炉 ofScience, Nagoya Universiり）

Ichiro FUJIWARA (School of区onomics, Otemon-gakuin Universiり）

[Nuclear Reactions VI, Rapid Separation ] (10:25-11 :25) 

2A04 The Systematics of Photonuclear Reaction -Independence on Target Mass -
Yasuji OURA*, Santir Ranjan SARKAR, Koh SAKAMOTO 

(Faculり ofScience, Kanaza,wa Universiり）

Seiichi SHIBATA (Institute for Nuclear Study, Universi加 ofTokyo) 
Ichirou FU且WARA(Schoolof Economics, Otemon-gakuin Universiり）

Michiaki FURUKA W A(Faculり ofScience, Nagoya Universiり）

2A05 Measurements of Neutron-Induced Reaction Cross Sections in the Energies of 
15-65 MeV 

緬eoIMAMURA*, Seiichi SHIBATA, Yoshitomo UWAMINO, Shingo SATO, 

(14) 



(Institute for Nuclear Study, Universiか ofTokyo) 
Susumu TANAKA (Japan Atomic Energy Research Institute) 

Takashi NAKAMURA (Cyclotron and RadioむotopeCenter, Tohoku Universiり）
Keisuke NAGAO (Center for Study of the Earths Interior, 0血ryama Universiり）

2A06 Study of Fast Gas Phase Chemical Separation Technique 
Yasutake FURUKOSHI*, Keiko TAM団凶HisaakiKUDO, Tetsuo HASHIMOTO, 

(Faculり ofScience, Niigata Universiり）

[Nuclear Decays I ] (11 :30-12:30) 
2A07 Identification of the New Isotope 四Pr

Toshiaki SEKINE*, Akihiko OSA, Mitsuo KOIZUMI, Shin-ichi ICHIKAWA, 

(Department of Radioむotopes,Japan Atomic Energy Research Institute) 
Kiyoshi KAW ADE, Hiroshi YAMAMOTO, Masato ASAI 

仮choolof Engineering, Nagoya Universiり）

2A08 Decay Property of 245Cf (2) 
Yuichi HATSUKA WA*, Kazuaki TSUKADA, Nobuo SHINOHARA, 
Yui呻oNAGAME, Masaaki MAGARA (Japan Atomic Energy Research Institute) 

2A09 Half-Life of Technetium 97, 98 (5) 
Takayuki KOBAYASHI* (School of Hygienic Sciences, Kitasato Universiり）

Keisuke SUEKI, Mitsuru EBIHARA, Hiromichi NAKAHARA 

(Faculり ofScience, Tokyo Metropolita,n Universiり）

Mineo IMAMURA (Institute for Nuclear Study, Universi加 ofTokyo) 
AkimasaM心UDA (Universi加 o/E/ectro-Communications)

Lunch (12:30-13:25) 

Plenary Lectures (13:30-14:30) 
Poster Session (14:35-15:20) 

[Nuclear Decays II ] (15:30-16:30) 
2A 10 Geochemical Estimation of the Half-Life for the Double Beta Decay of 96Zr 

Kazuya TAKAHASHI* (Institute of Physical and Chemical Research) 
Astumichi KAW ASIIlMA (Universi加 ofTokyo) 
Akimasa MASUDA (Universiり ofE/ectro-C'ommunications)

2A 11 Transfer Process in Negative Pion Capture by C出12,CsHs+CCl4 Mixtures 

Toshiharu MUROYAMA*, Atsushi SHINOHARA, Junji KURACHI, 

Michiaki FURUKAWA (Facul加 o/Science, Nagoya Universiり）

Tadashi SA汀0,Akihiko YOKOYAMA, Teruyuki HAKODA 

(Faculり ofScience, Osaka Universiり）

Sadao KOJIMAぼadioむotopeResearch Center, Aichi Medical Universiり）

Hisakazu MljRM\仏TSU (Faculり ofEducation, Shinsyu Universiり）

Taichi MIURA(National Laboratory for High Energy Physics) 

2A 12 Study on Transfer Process of Negative Pion Capture in Condensed Phase using 
Deuterated Compounds 
Atsushi SHINOHARA*, Toshiharu M碑OYAMA, Fumihisa SHIGEKANE, 

(15) 



Michiaki FURUKAWA (Facul加 ofScience, Nagoya Universiり）
Tadashi SA汀0,Akihiko YOKOYAMA, Seiya WATANABE 

(Faculり o/Scie加e, Osaka Universiり）
Taichi MIURA (National Laboratory for High Energy Physics) 

[Nuclear Fusion, Hydrogen Isotope J (16:35-17:35) 
2A 13 Movement of Li during日ectrolys isof 0.1 M-LiOD/D20 Solution 

Shinya MIYAMOTO*, Keisuke SUEKI, Masatoshi FUJII, Toshiaki SHIRAKAWA, 
M邸amiCHIBA, Hiromichi NAKAHARA 

(Faculり ofScience, Tokyo Metropolitan Universiり）
Takayuki KOBAYASHI (School of Hygienic Science, Kitasato Universiり）
Minoru YANOKURA, MichiARATANI 

(Institute of Physical and Chemical Research) 

2A 14 Particle Acceleration and Neutron Emission in a Fracture Process of a Piezoelectric 
Material 
Keisuke SUEKI*, Masatoshi FUJII, Masami CHIBA, Takeshi IKEBE, 
Shinnosuke YAMAOKA, Hiroaki MIURA, Toshihiro WATANABE 

waculり ofScience, Tokyo Metropolitan Universiり）
Toshiaki SHIRAKAWA 
(J)epartment of Social Infonnation Processing, Otsuma Women's Universiり）
Michiaki UTSUMI (Faculり ofEngineering, Tokai Universiり）

2A 15 Anomalous Isotope Effects in Hydrogen Isotopic Exchange Equilibria (3) 
Masahiro KOTAKA* 

依'esearchLaboratory for Nuclear Reactors, Tokyo Institute of Technology) 
Jacob BIGELEISEN 

(Department of Chemistry, State Universiり ofNew York at Stony Brook) 

Friday, October 8 

[Complex Formation, Technetium I 1 (9:20-10:20) 
3A01 Studies on the Stability Constants between Fe3+ and F—in Mixed (CHaOH + H20) 

Solvents 
Hideo SUGANUMA*, Masahiro SHIRAHIGE, Takashi OMORI 

(Faculり ofScience, Shizuoka Universiり）

3A02 Reactions ofTechnetium with Thiourea Derivatives 
Kazuyuki HASHIMOTO* (.Japan Atomic Energy Research Institute) 
Takashi OMORI (Faculり ofScience, Shizuoka Universiり）

3A03 Synthesis and Characterization of New Nitridotechnetium-EDTA Complex 
Tsutomu TAKAYAMA*, Abdul MUTAUB, Yuko, KANI, TsutomuSEKINE, 

Kenji YOSHIHARA (Faculり ofScience, Tohoku Universiり）

[Technetium II] (10:25-11:25) 

3A04 A New Method for the Spectrophotometric Determination of Pertechnetate with 
tris -(1, 10-Phenanthoroline) Iron (11) 

(16) 



Takashi OMORI*, Emil<o WATANABE, Hideo SUGANUMA 
(Faculり ofScience, Shizuoka Universiり）

3A05 Solvent Extraction Mechanism of Pertechnetate with Tetraphenylarsonium Chloride 
Takashi OMORI*, Yukiko MURAOKA, Hideo SUGANUMA 

(Faculり ofScience, Shizuoka Universiり）

3A06. Solvent Extraction of Technetium in Urine 
Satoshi WA  TANABE*, Kazuyuki HASHIMOTO, Isamu ISHIKAWA 
{.Japan Atomic Energy Research Institute) 

[Radioiodine 1 (11:30-12:10) 
3A07 Chemical Behavior of Radioiodine (1) 

Yukiko TAMIYA*, Daisaku YANO, Naruto TAKAHASHI, Hiroshi BABA 
(Faculり ofScience, Osaka Universiり）

3A08 Chemical Behavior of Radioiodine (2) 
Daisaku YANO*, Yukiko TAMIYA, Naruto TAKAHASHI, Hiroshi BABA 

(Faculり ofScience, Osaka Universiり）

Wednesday, October 6 

[Mossbauer Chemistry I 1 (10:10-11:10) 
1 B01 Development of Cryostat for M6ssbauer Emission Spectroscopy at Low Temperature 

-Its Application on a Study of an Aliovalent Fe(III) in Frozen Aqueous Solution -
Masakatsu SAEKI*, Masami NAKADA, Nobuyuki MASAKI 
(Advanced Science Research Center, Japan Atomic Energy Research Institute) 

1 B02 Enhancement of a System for Time Differential M6ssbauer Emission Spectroscopy 
with Event-by-Event Mode 
Masami NAKADA*, Nobuyuki M. MASAKI, Masakatsu SAEKI 
(Advanced Science Research Center, Japan Atomic Energy Research Institute) 

1 B03 Molecular Dynamics in [Fe111(CsHs)2] [Fe"℃14] by M6ssbauer Absorption 
Spectroscopy 
Hitoshi SHOJI*, Takashi HATANO, Ryuichi IKEDA 
(Department of Chemistry, Universi加 o/Tsukuba)

[Mossbauer Chemistry II J (11 :15-12:15) 
1 B04 Emission M6ssbauer Spectroscopic Studies on Mixed-Valence States of 
Trinuclear Carboxylates 
Takuma SATO*, Fumitoshi AMBE 
(Institute of Physical and Chemical Research) 
Motomi KATADA, Hirotoshi SANO (Facul加 ofScience, Tokyo Metropolitan Universiり）

Sonja DEISENROTH, Hartmut SPIERING, Philipp GUTLlCH 
(Johannes Gutenberg-Universi瓜t Mainz)

1805 Mossbauer Spectra of Organoantimony Compounds in Frozen Solutions 

(17) 



Makoto YANAGA*(J)epartment of Chemistry, The Jikei Univers切 Schoolof Medicine) 
Kazutoyo ENOO (Showa College of Pharmaceutical Sciences) 
Toshio SHIMIZU, Hiromichi NAKAHARA 
(Faculり ofScience, Tokyo Metropolitan Universiり）

Masashi TAKAHASHI, Masuo TAKEDA (Facul加 ofScience, Toho Universiり）

1806 121S b M6ssbauer Spectra of Antimony Complexes of Diketoamine 
Hideo MORI*, Masashi TAKAHASHI, Masuo TAKEDA 

(Faculり ofScience, Toho Universiり）

Lunch (12:15-13:00) 

Plenary Lectures (13:00-15:05) 

[Mossbauer Chemistry Ill 1 (15:10-15:50) 
1807 Antimony-121 M6ssbauer Spectra of Trigonal bipyramidal Antimony (V) 
Complexes with Methoxy and Its Derivatives at Apical Positions 
Naohiko KASUYA*, Masashi TAKAHASHI, Takafumi KITAZAWA, Masuo TAKEDA 

(Faculり o/Scie加e, Toho Universiり）

1808 121s b M6ssbauer Spectra and Crystal Structures of Ph4SbX Compounds 
Takafumi KITAZAWA*, Michiyo AKIYAMA; Masashi TAKAHASHI, Masuo TAKEDA 
(Department of Chemistry, Faculり ofScience, Toho Universiり）

[Mossbauer Chemistry IV 1 (15:55-16:55) 
1809 121Sb M6ssbauer Spectra for Crown Ether Adducts of Antimony (111) Chloride and 
Molecular Structure of SbCl3. 12-Crown-4 
Masashi TAKAHASHI*, Takafumi KITAZA WA, Masuo TAKEDA 

(Faculり o/Scie加e, Toho Universiり）

1810 121S b M6ssbauer Study of Ferromagnetic lntermetallic Compounds MnMxSb 
(M= Mn, Fe) 

Jin NAKAMURA*, Kichizo ASAI, Nobuyoshi YAMADA 
(JJept. Appl. Phys. Chem., Universiり ofElectro-Communications) 
Yoshio KOBAYASHI, Fumitoshi AMBE 

(Institute of Physical and Chemical Research) 

1 B 11 121S b M6ssbauer Spectroscopy of CuCrなxSbxS4
Jin NAKAMURA*, Kichizo ASAI, 
(JJept. Appl. Phys. Chem., Universiり ofElectro-Communications) 
Takuya OKADA, Fumitoshi AMBE 
伽stituteof Physical and Chemical Research) 

Hot Atom Chemistry Group Meeting (17:45-20:00) 

Thursday, October 7 

[Mossbauer Chemistry V ] (9:20-10:20) 
2B01 M6ssbauer Spectroscopic Studies of 3-Dimensional Polymeric Complexes 
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[A(Me3Sn)3 Fe(CN)s]oo 

Michitomo FUJITA*, Satoshi KAWATA, Susumu KITA GA WA, 
Hirotoshi SANO 
(J)epartment of Chemistry, Faculり ofScience, Tokyo Metropolitan Unive,-siり）
Motomi KATADA 血dioisotopeResearch Center, Tokyo Metropolitan Universiり）

2B02 Structure and Mixed-Valence States of Mixed-Valence Trinuclear Iron Pivalate 
Complex 
Tadahiro NAKAMOTO*, Motomi KATADA, Susumu KITAGAWA, Hirotoshi SANO 

(Faculり ofScience, Tokyo Metropolitan Universiり）

Kazutoyo ENDO (Showa College of Pharmaceutical Sciences) 

2803 Effect of Bridged Group L and Modification of the Ligand on Electron 
Inter-Exchange Rates in [Fe11Fe111(bpmp)し］（BF4)2
Yonew MAEDA, Kouta KA WANO*, Shinji TANAKA 

(Faculり o/Science, Kyushu Universiり）
Yoshimasa TAK心HIMA (Kyushu Environmental Evaluation Association) 

[Mossbauer Chemistry VI] (10:25-11 :25) 
2804 Effect of Substituents and Counter Ions on Magnetic Behavior in Iron (Ill) 
Spin-Crossover Complexes 

Yon匹 MAEDA,Shinya HA YAMI* 

(J)epartment of Chemistry, Faculり ofScience, Kyushu Universiり）
Yoshimasa TAKASHIMA (Kyushu Environmental Evaluation Association) 

2805 Mossbauer Spectroscopic Study of Mixed-Metal Oxalate Complexes 
Seiichiro IIJIMA*, Ashis BHITACHARJEE, Fumio MIZUTANI (National Institute of 
Bioscience and Human-Technology, Agency of Industrial Science and Technology) 

MinoruM汀SUMI, Naohide MATSUMOTO, Hisashi OKA WA 
(Faculり ofScience, Kyushu Universiり）

2806 Mossbauer Spectroscopic Study of Ferrocene Derivatives in the Solid, Adsorption, 
and Liquid-Crystalline States 
Toshiki KAKUTANI*, Iori KUSUDO, Haruo SATO 

(J)epartment of Chemistry, Faculり ofScience, Universiり o/Tokyo)
Tomonori HANASAKI, Naotake NAKAMURA (Department of Chemistry, Facul炉 of

Science and Engineering, Ritsumeikan Universiり）

[Mossbauer Chemistry VII] (11 :30-12:30) 
2B07 57Fe Mossbauer Spectroscopic Study on the Magnetic Behavior of 
Triarylmethane-Type Resin Containing Ferrocenyl Group 
Masashi TAKAHASHI*, Masuo TAKEDA (Facul砂／Science, Toho Universiり）

Michiya OTA (Gunma College of Technology) 
Sugio OTANI (School of High-Technology for Human Welfare, Takai Universiり）
Kiyokazu NOZA WA, Minoru KINOSHITA 

(frzstitute for Solid State Physics, Universiり ofTokyo) 

2B08 Mixed-Valence States of Biferrocenium Tri iodides with Long Alkyl Chains (Ill) 
Satoru NAKASHIMA, Yutaka UEKI*, Ta函uro NISHIMURA, Hiroshi SAKAI 
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(Faculり ofScience, Hiroshima Universiり）

2B09 M6ssbauer Spectroscopic Studies of Fe (11) AND Ru (11) Ferrocenylacetylide 
Complexes 
Motomi KATADA* (Faculり ofScience, Tokyo Metropolitan Universiり）

Yukiko HAYASHI, Masaru SATO (Chemical AnaりsisCenter, Saitama Universiり）

Lunch (12:30-13:25) 

Plenary Lecture (13:30-14:30) 
Poster Session (14:35-15:20) 

[Mossbauer Chemistry VIII] (15:30-16:30) 
2B10 Spin-State Equilibrium of tris-[2-(aminomethyl) Pyridine] Iron (II) in Zeolite Y 

Y asushi UMEMURA *, Yoshitaka MINAI, Takeshi TOM訳AGA
(School of Science, Universiり ofTokyo) 

2B11 M6ssbauer Spectra of Cyanoferrate Complexes at Interlayer and Surface of 
Hydrotalcite 
艇aSASAHARA, Y oshitake MINAI*, Y asushi UMEMURA, Takeshi宜）M訳AGA
(Department of Chemistry, School of Science, Universiり ofTokyo) 

2B 12 Chemical Behavior of 57Fe Atoms in Polytetrafluoroethylene by In-Beam 
M6ssbauer Spectroscopy 
Yoshio KOBAYASHI*, Fumitoshi AMBE 
(Jnstitute of Physical and Chemical Research) 
Yutaka YOSHIDA (Shizuoka Institute of Science and Technology) 
Rainer SIELEMANN, Lars WENDE (J{ahn-Meitner-Institut Berlin) 

[Mossbauer Chemistry IX] (16:35-17:35) 
2B 13 M6ssbauer Spectra of Synthetic Fe-Fluoromicas (2) 

Masashi MISAWA*, Hisakazu MURAMA1SU 
(JJepartment of Chemistry, Faculり ofEducation, Shinshu Universiり）
Kunio KITAJIMA (Department of Chemistry and Material Engineering, Facul加 of
Engineering, Shinshu Universiり）

2B14 Magnetite Microcrystals Dispersed in a Polyvinyl Alcohol Film 
Homare ITO*, Hisakazu MURAMA 1SU 
(Department of Chemistry, Faculり ofEducation, Shinshu Universiり）
Taichi MIURA (National Laboratory for High Energy Physics) 

2B15 Electrical Conductivity and 57Fe-M6ssbauer Spectra of Nitrate Glass 
Tetsuaki NISHIDA, Masakazu OHARA* (Faculり ofScience, Kyushu Universiり）

Yasukuni MA1SUMOTO (Faculり ofEngineering, Fukuoka Universiり）

Yoshimasa TAKASHIMA (Kyushu Environmental Evaluation Association) 

Friday, October 8 

[Mossbauer Chemistry X] (9:20-10:20) 
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3B01 IR-and 57Fe-M6ssbauer Spectra of Calcium Gallate Glass Crystallized by Laser and 
6ーCo-y Ray Irradiations 
Tetsuaki NISHIDA, Shiro KUBUKI* (Facul卯 ofScience, Kyushu Universiり）

Yoshimasa TAKASHIMA (Kyushu Environmental Evaluation Association) 
Musubu MIKAMI, Toshirou YAGI 

依esearchInstitute for Electronic Science, Hokkaido Universiり）

3B02 119Sn-M6ssbauer and ESR Spectra of y-Ray Irradiated Tungstate Glasses 
Tetsuaki NISHIDA*, Toshiyuki ISOBE (Faculり ofScience, Kyushu Universiり）
Motomi KATADA 依IResearch Center, Tokyo Metropolitan Universiり）

Yoshimasa TAKASHIMA(K.yushu Environmental Evaluation Association) 

3B03 Characterization and 119Sn-M6ssbauer Spectra of Superconducting 
Bi2Sr2Ca(Cuo_ggsS no.oos)20a-y Prepared by the Melting Method 
Tetsuaki NISHIDA, Junichi KUBOTA*, Fusao ICHIKAWA, Takeshi FUKAMI, 
Takafwni AOMINE (Faculり ofScience, Kyushu Universiり）
Yoshimasa TAK硲HIMA (Kyushu Environmental Evaluation Assodiation) 
Motomi KATADA 依IResearch Center, Tokyo Metropolitan Universiり）

[Mossbauer Chemistry XI 1 (10:25-11 :25) 
3B04 The 119Sn-M6ssbauer and FT-IR Spectra of Tin Oxyfluoride Glasses 

Tetsuaki NISHIDA* (Faculり ofScience, Kyushu Universiり）

Motomi KATADA 依IResearch Center, Tokyo Metropolitan Universiり）

Naoki OSAWA, Ryuji SATO, Takayuki KOMATSU, Kazumasa MATUSITA 
伽gaoka Universiり ofTechnology) 

3B05 Studies on Glaze of Pottery by Means of Mossbauer Spectroscopy and Electron 
Probe Microanalyzer 
Kazutoyo ENDO, Hiroshi HARUTA*, Chikako HONDA 
(Showa College of Phannaceutical Scienc邸）
Motomi KATADA 依IR窃earchCenter, Tokyo Metropolitan Universiり）
M邸amiNAKADA, Masakatsu SAEKI(Advanced Science R郎earch Center, JAERl) 
Y asuyuki ARATONO (Departme成 ofChemistry and Fuel Research) 

3B06 Mossbauer Spectroscopic Study of Volcanic Rocks along the River Kirizumi in 
Western Part of Gunma Prefecture 
Kazutoyo ENDO*, Takehisa YAMAMOTO, Rieko HIRUNUMA 
(Showa College of Phannaceutical Sciences) 
Mitsuru EBIHARA (Faculり ofScience, Tokyo Metropolitan Universiり）
Satoshi NOMURA (Faculり ofGenera.I Studies, Gunma Universiり）

[Mossbauer Chemistry XII 1 (11 :30-12:30) 
3B07 57Fe Mossbauer Spectroscopic Characterization of Esturaine Sediments in the 

Tama River 
Motoyuki MATSUO*, Yan FU, Bokuichiro TAKANO 
(College of Arts & Sciences, Universiり ofTokyo) 

3B08 A Mossbauer Spectroscopic Study on Iron in Marine Sediments 
Shao Young CHEN, Noburu TAKEMATSU, Shizuko AMBE*, Achim AMENT, 
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Fumitoshi AMBE (Institute of Physical and Chemical Research) 

3809 Studies of Antarctic Meteorites by Means of Fe-57-Mossbauer Spectroscopy and 
Radiochemical Neutron Activation Analysis 
Kazutoyo ENDO* (Showa College of Pharmace皿calSciences) 
Taeko SHINONAGA, Mitsuru EBIHARA, Hiromichi NAKAHARA 

ぽ'aculり ofScience, Tokyo Metropolitan Universiり）

Wednesday, October 6 

[Activation Analysis I J (10:10-11:10) 
1 C01 The Photopeak Profiles in Neutron-Induced Prompt Gamma-Ray Spectrometry 

Toshiaki KISHIKA WA, Jitsuya UEMURA, Satoru NOGUCHI* 
(Faculり ofEngineering, Kumamoto Universiり）
Chushiro YONEZA WA (Japan Atomic Energy Research Institute) 
Akira NAKAMURA (Facu切 ofEducaJion, Akita Universiり）

1 CO2 Preparation of Data Library for Neutron-Induced Prompt-y-Ray Analysis 
Masaaki MA GARA*, Chushiro YONEZA WA, Michio HOSHI 
uap血 AtomicEnergy Research Institute) 

1 C03 Examination of Prompt Gamma-Ray Neutron Activation Analysis of Large Samples 
Kanako KOBAYASHI*, Keisuke SUEKI, Hiromichi NAKAHARA 

(Faculり ofScience, Tokyo Metropolitan Universiり）
Chushiro YONEZA WA, Masaaki MA GARA (Japan Atomic Energy Research Institute) 
Hiroyuki SAW AHATA 
(Research Center for Nuclear Science and Technolo,邸 Universiり oJTokyo)

[Activation Analysis II J (11 :15-12:15) 
1C04 日emental Analysis of Environmental Samples by Neutron-Induced Prompt 
Gamma-Ray and Instrumental Neutron Activation Analysis 
Chushiro YONEZAWA*, Masaaki MAGARA, Michio HOSHI 
(Japan Atomic Ener,Research Institute) 

1 COS Instrumental Neutron Activation Analysis and Reactor Neutron-Induced Prompt 
Gamma-Ray Analysis of Ancient Coins 
Takeshi 10MIZAWA* (Faculり ofLiterature, Keio Universiり）
Tetsuya YOKOYAMA, Yoshitaka MINAI, Takeshi TOMINAGA 
(School of Science, Universiり ofTokyo) 
Chusiro YONEZA WA, Masaaki MAGARA (Japan Atomic Energy Research Institute) 
Hiroyuki SAW AHATA 
(Research Center for Nuclear Science and Technolo,邸 Universiり ofTokyo) 

1 C06 Prompt Gamma-Ray Analysis for Meteoritic Samples 
Mitsuru EBIHARA*, Kanako KOBAYASHI, Hiromasa OZAKI, Hiroshi HIDAKA, 
Keisuke SUEKI, Hiromichi NAKAHARA 
伍aculり ofScience, Tokyo Metropolitan Universiり）

Chushiro YONEZA WA, Masaaki MA GARA (Japan Atomic Ene,;叙 ResearchInstitute) 
Hiroyuki SA WAHATA 
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(Center of Research for Nuclear Science and Technolo.邸 Universi炉 o/Tokyo)

Lunch (12:15-13:00) 

Plenary Lectures (13:00-15:05) 

[Activation Analysis Ill J (15:10-16:10) 
1 CO? A Simple Measurement of Internal Conversion Electrons for Activation Analysis 

Kenji TOMURA*, SURYADI, Fumio SHIRAISHI 
(Institute for Atomic Ene,;即， Rikkyo Universiり）

1 COS Determination of Selenium (IV) and Selenium (VI) in Water Samples by Neutron 
Activation Analysis after Pre-Collection on Activated Carbon 
Yoichi SAKAI* (Daido Institute of Technology) 
Kenji TOMURA (Institute for Atomic Ene,;即， Rikkyo Universiり）

1 C09 Determination of Silicon in Steel Samples by Preconcentration 
-Reactor Fast Neutron Activation Analysis -

Kenji TOM叩（Institutefor Atomic Ene,;即， Rikkyo Universiり）

Hiroyuki TOMURO*(Mikuni Corporation) 

[Activation Analysis IV J (16:15-17:15) 
1C10 Determination ofTrace Heavy Elements in High-Purity Zirconium by the Techniques 
of Neutron Activation and Solvent Extraction 
Takeyoshi ASANO*, Kyue FUKUDA (J?.esearch Institute for Advanced Science and 

Technolo.即， Universi炉 ofOsaka Prefecture) 

1 C11 Contamination of Platinum and Copper in the Fluoride Glass Preparation Process 
Kenji KOBAYASID (NTT Opto-Electronics Laboratories) 

1C12 Determination ofTrace 曰ementsin Human Hair Reference Material by Instrumental 
Neutron Activation Analysis 
Shogo SUZUKI*, Yukiko OKADA, Shoji IDRAI 
(Atomic Energy Research Laboratory, Musashi l郎tituteof Technology) 

Activation Analysis Group Meeting (17:45-20:00) 

Thursday, October 7 

[Activation Analysis V] (9:20-10:40) 
2C01 Utility of Plant Leaves as a Biomonitor of Growth Environment 

Jitsuya TAKADA＊依esearchReactor Institute, Kyoto Universiり）

Yukio KATAYAMA, Kazuo NISHIMURA (Faculり ofAgriculture, Kyoto Universiり）
Naoki OKADA (Forestry and Forest Products Institute) 

2C02 Distribution of Trace Elements in the Annual Tree Rings of a Japanese Cedar 
(Cryptomeriajaponica D.Don) from Nagasaki by Neutron Activation Analysis 
Toru AOKI* 偲祉ioむotopeReserch Center, Kyoto Universiり）

Tsuneto NAGATOMO(J)epartment of Physics, Nara Universi加 ofEducation) 
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Shozo SAWADA, Masaharu HOSHI 

依esearchI邸tituteforNuclear Medicine and Biology, Hiroshima Universiり）

Yukio KATAYAMA, Kazuo NISHIMURA (Faculり ofAgriculture, Kyoto Universiり）
Naoki OKADA ぽ'orestryand Forest Products Research L郎titute, Minむtryof Agriculture, 
Forestry & Fisheries) 

2C03 Determination ofTrace Elements in Some Chinese Crude Drug by Instrumental 
Neutron Activation Analysis 
Kazutoyo ENDO*, F皿曲oMIYAZAKI (Showa College of Phannaceutical Sciences) 
Tohru YOSHIMURA, Chikako HONDA, Kazuki KUSIIlDA 

(Department of Chemistry, Jikei Univers切 Schoolof Medicine) 
Makoto Y ANA GA, Machiko TOZA WA, Masamichi TSUKADA, 

(JJepartment of Agriculture, Meiji Universiり）

2C04 Studies on Transmission of Ancient Ceramics between Japan and Korea by X-Ray 
Fluorescence and Neutron Activation Analysis 

ToshikazuM汀SUJI*,Toshiya MATSUI, Takayuki TAKEUCIIl 

(N'ara Universi加／血ucation)
Yukihiro NAKANO 依esearchReactor Institute, Kyoto Universiり）

Takeshi IZUMI (Education Board of TEN RI Ciり）

[Multitracer I ] (10:45-11 :45) 

2C05 Production of Multitracer Nuclides by Irradiation with 84Kr Beam 
Masako IWAMOTO*, Sizuko AMBE, Yo.shitaka OHKUBO, Yoshio KOBAYASHI, 
Minoru YANOKURA, Fumitoshi AMEE 
(Institute of Physical and Chemical Research) 

2C06 Group Separation of Lanthanides from Multitracer Solution 
Hiroshi OHTSUKA, Yoshitaka MINAI*, Yo.shio TAKAHASIIl, Mie ISHIBASHI, 
Takeshi TOMINAGA (School of Science, Universi炉 ofTokyo) 
Shizuko AMBE, Yoshio KOBA Y ASIIl, Yoshitaka OHKUBO, Masako IWAMOTO, 
Minoru YANOKURA, Haruka MAEDA, Fumitoshi AMBE 
(Institute of Physical and Chemical Research) 

2C07 Application of a Multitracer to Solvent Extraction 
Yoshio KOBA YASIIl*, Shizuko AMBE, Kazutaka TAKESHITA, Yoshitaka OHKUBO, 
Haruka MAEDA, Masako IWAMOTO, Minoru YANOKURA, Fumitoshi AMBE 
(JflStitute of Physical and Chemical Research) 

[Multitracer II ] (11 :50-12:30) 

2C08 Study on the Solvent Extraction of Various Elements with Di phosphine Dioxide 
(DPDO) from Nitric Acid Solution by Use of Multitracer 
Tsuyoshi YA汀A*, Shoichi TACHIMORI(J'apan Atomic Ener;紗 ResearchInstitute) 
Shizuko AMBE, Yoshio KOBAYASHI, Yo.shitaka OHKUBO, Haruka M狂DA,

Masako IWAMOTO, Minoru YAN OKURA, Fumitoshi AMEE 
(Institute of Physical and Chemical Research) 

2C09 Study of Adsorption of Metal Ions on a-Fe20i using a Multitracer 
Shizuko AMBE, Kazutaka TAKESHITA*, Yo.shitaka OHKUBO, Yoshio KOBAYASHI, 
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Haruka MAEDA, Masako IWAMOTO, Fumitoshi AMBE 

(Jnstitute of Physical and C加mica!Research) 

Lunch (12:30-13:25) 

Plenary Lectures (13:30-14:30) 
Poster Session (14:35-15:20) 

[Multitracer Ill 1 (15:30-16:10) 
2C10 Study on the Ion Exchange Adsorption of Various Elements on Superacid Resin 
NAFION using a Multitracer Ill 
Naoki AOKI*, Takehiro BAMBA, Hiroaki HARAKAWA, Yuko SAITO, Kan KIMURA, 

(College of Science and Engineering, Aoyama Gakuin Universiり）
Shizuko AMBE, Yoshitaka OHKUBO, Yoshio KOBAYASHI, Masako IWAMOTO, 

Haruka MAEDA, Minoru YAN OKURA, Fumitoshi AMBE 

(Institute of Physical and Chemical Research) 

2C11 Adsorption Behavior of Various Elements on Non-Ionic Macro-Reticular Copolymer 
in Chloride Solutions using Radioactive Multitracer 
Sadao SHIBATA*, Kazuo WATARI, Yutaka NODA 
(National Institute of即血/,o,gicalSciences) 
Shizuko AMBE, Yoshitaka OHKUBO, Masako IWAMOTO, Yoshio KOBAYASHI, 

Minoru YANOKURA, Haruka MAEDA Fumitoshi AMBE 
(Institute of Physical and Chemical Research) 

[Hot Atom Chemistry I] (16:10-16:50) 
2C12 Physical and Chemical States and Line Shape of Prompt y-ray from Recoil 7Li 
Produced by 10B(n, a)7Li Reaction in Boron Compounds 
Yoichi SAKAI* (Daido Institute of Technology) 
Chushiro YONEZA WA, Masaaki MAGARA (Japan Atomic Energy Research Institute) 
Hiroyuki SAW AHA TA, Yasuo ITO 
依esearch Center of Nuclear Science and Technology, Universiり o/Tokyo)

2C13 Recoil Phenomena in Water-Soluble Metallophorphyrin Ion Associates 
[M(TMPyP)][M'(TPPS)] (M, M'= Zn氏 Cd勺

Hitoshi SHOJI(Department of Chemistry, Universiり o/Tsukuba)

[Hot Atom  Chemistry II] (16:55-17:35) 
2C14 Hot Atom Reaction and Recoil Implantation Reaction in Metallocene, Metallocene 
Derivatives, and Their 13-Cyclodextrin Inclusion Compounds 
lwao YAMAGUCHI*, Hideaki MATSUE, Tsutomu SEKINE, Kenji YOSHilIARA 

(Faculり ofScience, Tohoku Universiり）

2C15 Chemistry of Recoil Entities in Metallocenes, Their 13-Cyclodextrin Inclusion 
Compounds and Metallocene Appended Cyclodextrins 
Hideaki MA1SUE*, Iwao YAMAGUTI, Tsutomu SEKINE, Kenji YOSHilIARA 
(F'acul{Y of Science, Tohoku Universiり）

Friday, October 8 
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[Positronium Chemistry, Angular Correlation l (9:20-10:20) 
3C01 Detection of Deflects in Electron Irradiated Synthetic Silica Glasses Probed by 

Positron Annihilation 

Satoshi WATAUCHI*, Yusuke UJIHIRA 

(Research Center for Advanced Science and Technology, Universiり ofTokyo) 
Akira UEDONO (Institute of Materials Science, Universi加 oJTsukuba)

3C02 Positron Annihilation and Intermolecular Space Holes of Epoxy Resins 
Takenori SUZUKI*, Yuiclli OKI, Masaharu NUMAJIRI, Taichi MIURA, 

Kenjiro KONDO (National Laboratory for High Energy Physics) 
YasuoITO(RCNST, Universiり oJTokyo)

Yutaka SHIOMI (Tsukuba Research Lab., Sumitomo Chem. Co. LTD.) 

3C03 TDPAC Studies on 99Ru Arising from 99Rh in YB釦CU3o.x

Yoshitaka OHKUBO*, Yoshio KOBAYASHI, Shizuko AMBE, Kaoru HARASA WA, 

Takuya OKADA, Fumitoshi AMBE 

(J'nstitute of Physical and Chemical Research) 
Kichizo ASAI (Universiり ofElectro-Communications) 

Seiichi SHIBATA (Institute for Nuclear Study, Universiり oJTokyo)

[Radio-Labeling ] ｷ (10:25-11 :25) 
3C04 Radio-Labeling of Bacteria in Ultrapure Water 

Makoto TAKEI*, Tadasi NOZAKI, Takayuki KOBAYASHI 

(School of Hygienic Sciences, Kitasato Universiり）

3C05 RhCl3ｷ3H20 Catalyzed Regioselective Tritiation of Acid Amides with HTO (II) 
Kunio OOHASHI*, Tomonari SUGANO 

(College of Arts and Sciences, Chiba Universiり）

3C06 Remote Synthesis of the Radiopharmaceuticals for Positron Emission Tomography 
-18FDG, 13NH3 AND 11CｷPalmitic Acid -

Masumi YAMASHITA*, Hiroyasu SEKI 
(Department of Radiology, Kanazawa Cardiovascular Hospital) 
Mituaki YUASA, Tadasu SUGA W ARA 

(/on Beam System Dept, Japan Steel Works, Ltd.) 
Koh SAKAMOTO (Faculり ofScience, Kanazawa Universiり）

[Radiation Effect, Protection Effect 1 (11 :30-12:30) 
3C07 Radiation Effect for La/Fullerene 

Keisuke SUEKI*, Kanako KOBAYASHI, Kouichi KIKUCHI, Kohtaro YAMAUC血

Youji A CHIBA, Hiromichi NAKAHARA 

(Department of Chemistry, Faculり ofScience, Tokyo Metropolitan Universiり）
Kenji TOMURA (Institute for Atomic Energy, Rikkyo Universiり）

3C08 Protection Effect of Green Tea Extract on DNA Damage by Gamma-Ray (3) 
-Reactivity of Hydroxyl Radical at -70 ℃ -
Goro AKAI*, Hiroe YOSHIOKA, Kunihiko H硲EGAWA

(Faculり ofScience, Shizuoka Universiり）

Hisashi YOSHIOKA 
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(Division of Environmental Health Sciences, Universi炉 ofShizuoka) 

3C09 Protection Effect of Green Tea Extract on DNA Damage by Gamma-Ray (4) 
-Effect of Iron (II) -
Takeshi MATSUOKA, Hiroe YOSHIOKA*, Kunihiko HASEGAWA 

(Faculり ofScience, Shizuoka Universiり）
Hisashi YOSHIOKA 
(Division of Environmental Health Sciences, Universi炉 ofShizuoka) 

Wednesday, October 6 

[X-ray Fluorescence, Thermoluminescence I] (10:10-10:50) 
1 D01 Chemical Effects on Silicon K13 X-Rays by the Sodium Ion in Silicate Glass 

Junji IIHARA *, Jyotaro KAW AI, Tsutomu SEKINE, Kenji YOSHIHARA 

(Department of Chemistry, Faculり ofScience, Tohoku Universiり）

1 D02 High Sensitivity Thermoluminescence System for Simultaneous Measurements of 
Kinetic Parameters in Red-and Blue-Color Regions 
Tetsuo HASHIMOTO, Masahiro !CHINO*, Chie NAKAMURA 

(Faculり ofScience, Niigata Universiり）

[ Thermoluminescence II ] (10:55-11 :55) 

1 D03 Correlation of Some Kinds of Radiation-Induced Luminescence Patterns with 
Two-Dimensional Impurity Images from Activograph and EPMA on Natural Minerals 
Tetsuo HASHIMOTO*, Syuei SAKAUE, Testu OJIMA, Masahiro HOTEIDA 

(Faculり ofScience, Niigata Universiり）

Motoko KANEMAKI (Nihon Universiり）

1 D04 Correlation between Thermoluminescence Properties and Electron Spin 
Resonance Signals of Natural Quartz Crystal and Synthesized Quartz Glass 
Tetsuo HASHIMOTO, Tetsu OJIMA*, Masayoshi KONISHI 

(Faculり ofScience, Niigata Universiり）

1 D05 Red-Region Thermoluminescence (RTL) Dating for Pre-Historical Layer 
(Takamori Pre-Historical Site) 
Tetsuo HASHIMOTO, S屈nNOTOYA* 伍aculり ofScience, Niigata Universiり）

Kazuhisa KOMURA (LLRL, Kanazawa Universiり）

Lunch (12:15-13:00) 

Plenary Lectures (13:00-15:05) 

[Radioactivity Measurement I ] (15:10-16:1 O} 

1 D06 Germanium Gamma-Ray Spectrometry: Random Summing Component in 
Photopeak Shape 
Kazu.hisa NISHIMURA*, Toshiaki KISHIKA WA(J(_umamoto Universiり）

1 D07 Selective Determination of Actinium Series and Thorium Series by Applying Time 
I nteNal Analysis(TIA) of Pulse Events and Chemical Purification 
Tetsuo HASHIMOTO, Fumihiko ISHIZUKA*, Yumiko YONEYAMA, 

罰



Naoto FUKUY AMA (Faculり ofScience, Niigata Universiり）

1 D08 Gamma-Transmission Measurement : Analysis of a Small-Angle-Scattering (SAS) 
Shape Appeared in a Peak Profile and Its Application to Structure Analysis 
Toshiaki KISHIKA WA, Jituya UEMURA, Y asuo NONAKA* 

(Faculり ofEngineering, Kumamoto Universiり）

[Radioactivity Measurement II ] (16:15-17:15) 

1 D09 Correction for Geometrical Efficiency of Non-uniform Alpha Counting Sources 
Kenichi MATSUSHIMA*, Atsuhiro OHUCHI (Nippon Nuclear Fuel Development Co.) 

1D10 Improvement of Background Characteristics of Radiation Detectors 
Kazuhisa KOMURA*, A1cira TOGUCHI, Masayoshi YAMAMOTO, Kaoru UENO 
(LLRL, Kanazawa Universiり）

1 D11 Liquid Scintillation Radioassay for Low-Level Beta-Emitter Mixtures 
Makoto TAK.IDE*, Takashi NATAKE (J,珈i Univers切 Schoolof Medicine) 
Haruo FUJII (Tokyo Medical and Dental Universiり）

Thursday, October 7 

[Radioactivity ] (9:20-10:20) 

2D01 The Method for Carbon-14 Activity Measurement in Environmental Samples by 
Liquid Scintillation Counting with Gelling Agent 
Hidehisa KAWAMURA*, Noriyuki MOMOSHIMA 

(F'aculり ofScience, Kyushu Universiり）
Yoshimasa TAKぷ田MA (Kyushu Environmental Evalua血nAssociation) 

2D02 Determination of Technetium by Laser Induced Photoacoustic Spectroscopy 
-by Using lsothiocyanate Complex -
Tsutomu SEKINE*, Tsutomu FUJITA, Masayuki lllRAGA, Kenji YOSHIHARA 

(Faculり ofScience, Tohoku Universiり）

2D03 Separation of翁cfrom Soil by Volatilization with a Combustion Apparatus and the 
Determination by ICP-MS 
Keiko TAGAMI*, Shigeo UCHIDA 

(Div. Radioecolo紗， NationalInstitute of Radiological Sciences) 

[Radioactivity Separation and Measurement ] (10:25-11 :25) 

2D04 Adsorption Behavior of High Oxidation State Ruthenium in Aqueous Solution (3) 
-Application to Separation ofTechnetium and Ruthenium -
Kiyoko IMAI*, Hiroshi TAK区；HITA, Michiko ABE, Kazuo WATARI 
(N'ational Institute of Radiological Sciences) 

2D05 Simultaneous Radiochemical Determination of237Np and 239Np with 235Np 
as a Tracer, and Application to Environmental Samples 
Masayoshi YAMAMOIO *(LLRL, Kanazawa Universiり）

G. ROSNER, R. WINKLER 

(28) 



(GSF-Forschungszentrum屈rUmwelt und Gesundheit, Germany) 

2006 Study on Neutralization Rate of Radon-Daughters in Gas Phase 
Taichi MIURA*, Yuichi OKI, Masaharu NUMAJIRI, Takenori SUZUKI, 

Kenjiro KONDO (.National Laboratory for High Energy Physics) 

[Environmental Radioactivity I ] (11 :30-12:30) 

2007 Electret for Collection of Radon Daughters 
Ryohei AMANO (School of Allied Medical Professions, Kanazawa Universiり）

2008 Environmental Radioactivity and Radiation Level at Ogoya Underground 
Laboratory 
Kazuhisa KOMURA, Akira TOGUCHI*, Seiji YAMAZAKI, Masayoshi YAMAMOTO, 
Kaoru UENO (LLRL, Kanazawa Universiり）

2009 Behavior of Radioactive Aerosols Formed in Welding and Machining of Activated 
Materials (IV) 
Yuichi OKI*, Masaharu NUM心IRI,Takenori SUZUKI, Taichi MIURA, Yukio KANDA 

Kenjiro KONDO (National Laboratory for High Energy Physics) 

Lunch (12:30-13:25) 

Plenary Lectures (13:30-14:30) 
Poster Session (14:35-15:20) 

[Environmental Radioactivity II] (15:30-16:30) 

2010 F.P.-Originating Radionuclides found in the Air on the Surface of Reactor Coolant 
Water and Their Application to a Fuel Failure Monitoring Device 
Tatsuo MATSUURA*, Shu A. HAYASHI, Susumu HARASAWA, Kenji TOM団u,

(Institute for Atomic Energy, Rikkyo Universiり）

2011 Variation of Atmospheric Tritium Concentrations over the Last Nine Years 
Tomio OKAI *(Faculり ofEngineering, Kyushu Universiり）
Yoshimasa TAKASHIMA(K",yshu Environmental Evaluation Association) 

2012 A Basic Study to Clarify the Behavior of Tritiated Methane in the Environment: The 
Oxidation of Methane by Soil 
Poppy Intan TJAHAJA*, Noriyuki MOMOSHIMA 

(Faculり ofScience, Kyushu Universiり）

Yoshimasa TAKASHIMA (Kyshu Environmental Evaluation Association) 

[Environmental Radioactivity Ill ] (16:35-17:35) 

2D13 Determination of 7Be, 32P, 35S, 210Pb, 210Po in Aerosol and Atmospheric Deposition 
Yuko TAGA WA*, Narutoshi HYOOO (Faculり ofScience, Kyushu Universiり）
Shinji SUGIHARA, Susumu OSAKI 依adwisotope Center, Kyushu Universiり）

Yoshimasa TAKASHIMA (Kyushu Environmental Evaluation Association) 

2D14 Variation of Atmospheric Concentration of 7Be and 210Pb at Tsukuba 
Toru SEGAWA*, Jun SA10 (School of Science and Technology, Meiji Universiり）

(29) 



Taeko DOI (National Institute for Environmental Studies) 

2015 Influence of Resuspension in Measurement of 137Cs Fallout 
Yoichi ISHIKAWA*, Takeshi OGAWA, Kenichi SATO, Hideyuki KOBAMATSU, 

Tadashi KIKUCHI(E'nviron. Radioact. Res. Inst. U桝agi)
Tsutomu SEKINE, Kenji YOSHIHARA (F'aculり ofScience, Tohoku Universiり）

Friday, October 8 

[Environmental Radioactivity IV] (9:20-10:40) 

3001 The Process of Migration and Discharge of Fallout 137Cs in River 
ShinjiSUGIHARA*, Susumu OSAKI (fladioisotope Center, Kyushu Universiり）
Yoshimasa TAKASHIMA (Kyushu Environmental Evalua如nAssociation) 

3002 Copper, Zinc, Cadmium, Lead and Lead-210 Concentrations in Water Samples 
from the Fuji River 
Takahiro HIRAIRI*, Hiroaki HARAKA WA, Yuko SAITO, Kan KIMURA 

(College of Science and Engineering, Aoyama Gakuin Universiり）

3003 Uranium Isotopes in Suspended Matters Separated from Ground Water 
Takashi NAKANISHI* (Faculり ofScience, Kanazawa Universiり）
Katsuhiro. H四，MinoruYAMAKAWA, Toshihiro SEO, Yohji OCHIAI 
(Power Reactor and Nuclear Fuel Development Corp.) 

3D04 Redox Behaviors of Neptunium in Nitric Acid Solutions 
Tetsuo FUKASA WA*, Akira SASAHIRA, Tomotaka NAKAMURA 
(E'nergy Research Laboratory, Hitachi, Ltd.) 

[Environmental Radioactivity V ] (10:45-11 :45) 

3D05 Behavior of Actinide (Ill) in the Aqueous Systems Containing Humic Acid and Clay 
Minerals or Silica Gel 
Yoshio TAKAHASI*, Yoshitake MINAI, Takeshi 10M訳AGA

(School of Science, Universiり o/Tokyo)
Takaumi KIMURA, Yoshihiro MEGURO (Japan Atomic Energy Research Institute) 

3D06 Time Variation of237Np Deposition in Paddy Field Soils 
Hisaki KOFUJI*, Masayosi YAMAMO'IO, Kazuhisa KOMURA, Kaoru UENO 
(LLRL, Kanazawa Universiり）
Akito TUMURA, Shinichi YAMASAKI 

Wational Institute of Agro-Environmental Sciences) 

3D07 Radioactive Equilibrium of Uranium and Thorium Series for the Lava from Mt Fugen 
Muhammad SAYAD*, Noriyuki MOMOSHIMA, Atsuko MAMMO'IO, 

Takeru YANAGI (F'aculり ofScience, Kyushu Universiり）

Yoshimasa TAKASHIMA (Kyushu Environmental Evaluation Association) 

[Environmental Radioactivity VI ] (11 :50-12:50) 

3D08 Plutonium-239,240 and Americium-241 in Ocean Water 
Takashi NAKANISHI*, Masafumi MURAMATSU, Yumiko SHIBA 

(30) 



(Faculり ofScience, Kanazawa Universiり）

3009 Estimation of Nickel-63 Radioactivity in Steel and Copper Activated at High Energy 
Accelerator Facilities 
Kenjiro KONDO*, Masaharu NUM紐RI,Yuichi OKI, Takenori SUZUKI, 

Taichi MIURA, Yukio KANDA, Masafumi TAIRA 

(National Laboratory for High Energy Physics) 

3010 Specific Radioactivity of Europium-152 in Roof Tiles Exposed to the Nagasaki 
Atomic Bomb 
Takashi, NAKANISHI*, Kentaroh MIW A, Rika OHKI 

(Faculり ofScience, Kanazawa Universiり）

Poster Session 
Thursday, October 7 

(14:35-15:20) 

2P01 Transition to Limiting Behavior in Heavy-Ion Reactions Exhibited at Intermediate 
Energies 

Kazuhiro TAKESAKO, Tadashi SAITO*, Seiya WATANABE, Akihiko YOKOYAMA, 

Hiroshi BABA (Faculり ofScience, Osaka Universiり）

Yoshitaka OHKUBO (Institute of Physical and Chemical Research) 
Atsushi SHIN OHARA, Eugene TANIGUCHI, Michiaki FURUKAWA 

(Faculり ofScience, Nagoya Universiり）

2P02 Study of the Products from Reactions Induced by Secondary Fast Neutrons in 
Intermediate Energy Heavy Ion Collisions 
Wenxin Li*, Yoshitaka OHKUBO, Shizuko AMBE, Yoshio KOBAYASHI, Masako 

1W AMOTO, Haruko MAEDA, Fumitoshi AMBE, 

(Institute of Physical and Chemical Research) 

2P03 K-Shell Ionization of Atoms by Mesons 
Takeshi MぽOYAMA (Institute for Chemical Research, Kyoto Universiり）
Harumi KAJI*(J)epartment of Chemistry, Tohoku Universiり）
且sz16SARKADI(ATOMKI, Hungary) 

2P04 Positronium Formation in Porous Silicon 

Yoshiko ITO H* (Institute of Physical and Chemical Research) 
Hideoki MURAKAMI (Tokyo Gakugei Universiり）
Akira KINOSHITA (Tokyo Denki Universiり）

2P05 Ion Beam Analysis and RI Tracer Method for the Observation of Cation Exchange 
in Glass Surface Layers 
Takayuki KOBAYASHI*, Tadashi NOZAKI, 

(School of Hygienic Sciences, Kitasato Universiり）
Mmoru YANOKURA, MichiARATANI 

(Institute of Physical and Chemical Research) 

2P06 Utilization of 42Ar-42K Generator for the Analysis of Potassium in Ultra-Pure Water 
Makoto TAKEI*, Tadasi NOZAKI, Takayuki KOBAYASHI, Yukiko SAZI 

(31) 



位'choolof Hygienic Sciences, Kitasato Universiり）

2P07 Studies on the Stability Constants between Am3+ and Fin Mixed (DMSO + H20) 

Solvents 

Hideo SUGANUMA ＊伍acul卯 orjScience, Shizuoka Universiり）

Isamu SATOH (Institute/or Materials Research, Tohoku Universiり）

2P08 Synthesis of [a-32P] Nucleoside Triphosphates 
Fuminori MIURA*, Hiromitsu MATSUOKA (Japan Atomic Energy Research Institute) 

Tibor HORSTER (Institute of Isotopes of the Hungarian Academy of Sciences) 

2P09 Absorption and Desorption Behavior ofTritium on Cotton Gauze 
Norio NOGA WA*, Yoshihiro MAKIDE (/?adioisotope Center, Universi加 a/Tokyo)

2P10 Correlation between Radon Content and Concenyration of Chemical Component 
in the Ground Waters 

KunihikonHASEGA WA*, Hideo SUGANUMA, Hiroe YOSHIOKA, Itsuhatiro HATAE 

(Faculり ofScience, Shizuoka Universiり）

(32) 


